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Ryanair easyJet 差異 差異比率（%）
機材数 431 315 116 136.8
拠点空港数 84 28 56 300.0
就航空港数 216 156 60 138.5
路線数 1,850 979 871 189.0
便数/日 1,986 1,534 452 129.5
平均運航距離（km） 1,247 1,101 146 113.3
















国際線 千人 　 国内線 千人 　 合計 千人
1 Ryanair 136,719 1 Southwest Airlines 159,045 1 Southwest Airlines 163,606
2 easyJet 80,154 2 Delta Airlines 125,725 2 Delta Airlines 152,217
3 Emirates 59,177 3 American Airlines 120,518 3 American Airlines 148,181
4 Lufthansa 51,453 4 China Southern Airlines 89,514 4 Ryanair 136,719
5 British Airways 40,806 5 United Airlines 85,911 5 United Airlines 113,215
6 Turkish Airlines 40,554 6 China Eastern Airlines 81,311 6 China Southern Airlines 103,975
7 KLM 34,170 7 Air China 58,299 7 China Eastern Airlines 95,618
8 Air France 33,992 8 Indigo 56,635 8 easyJet 88,089
9 Wizz Air 30,507 9 LATAM Group 52,958 9 Turkish Airlines 73,201











































































イギリス easyJet Ryanair British Airways
スペイン Ryanair Vueling Iberia
ドイツ Lufthansa Ryanair easyJet
イタリア Ryanair Alitalia easyJet
フランス Air France easyJet Ryanair
ギリシャ Aegean Ryanair Sky Express
ポルトガル TAP Ryanair easyJet
ポーランド Ryanair LOT Wizz Air
アイルランド Ryanair Aer Lingus British Airways


















































































































































































































































Ryanair easyJet IAG Lufthansa Air France 欧州エアライン平均 
図11：Ryanair・easyJet 旅客一人あたり収入（運賃+付帯収入）の推移（2014-2018）（単位：€）
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　 2014 2015 2016 2017 2018
Ryanair 92.0% 90.0% 90.0% 88.0% 85.0%
























　 欠航 遅延 その他 苦情件数計 旅客数（百万） 百万人あたり苦情件数
Ryanair 439 2,000 1,480 3,919 58 67.6
easyJet 1,192 2,936 1,707 5,835 76 76.4
Air France 27 85 221 333 2 151.4
British Airways 809 1,539 2,721 5,069 76 66.9
Lufthansa 121 206 430 757 5 164.6
UK CAA Data合計 5,621 23,169 16,843 45,633 403.5 113.1
出所：UK Civil Aviation Authority “UK Passenger Complaints data for 2016”に基づき作成
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Ryanair と easyJet の対比を中心とした欧州 LCC の現状考察
によって、多くの LCCが経営破綻に追い込まれるほどの競争環境に置かれたヨーロッパにお
いて生き残り、急成長を遂げてきたことが確認された。
　特にライアンエアは他社には見られないレベルで生産性を高め、単位あたりコストを引き下
げ、これを背景に最低価格運賃設定をしながらも、極めて高い営業利益率やマーケットシェア
を実現させている。これは５項にて詳述したとおり、オペレーション品質を犠牲にした上での
利益率ではなく、創業以来死亡事故ゼロ実績、定時性において世界トップレベルの実績、旅客
苦情発生比率や手荷物事故率が世界的に見ても極めて低いといったデータから、FSCに優る
とも劣らないオペレーション品質の実現がなされた上でもたらされた結果であり、「安かろう、
悪かろう」は当たらないことの証左である。
　加えて、米国・投資格付け機関である Standard & Poor’s による「投資適格性レーティン 
グ」13）において、ライアンエアは世界の大手エアラインを超え、エティハド航空に次ぐ二番目
に高い評価を得ている。これは、同社の安定した経営状態、最低価格運賃を実現するコストコ
ントロール機能や高いオペレーション品質を確保していることに対する評価の証であると思量
される。
　また、ヨーロッパ航空市場を展望すれば、2018年のヨーロッパの旅客数シェアは、上位 5 社
（ルフトハンザグループ、ライアンエア、International Airline Group、エールフランス－
KLM、イージージェット）で50.6% 14）に上っている。 これは、米国でも厳しい競争に生き残っ
たエアラインが結果としてマーケットでの競争力・支配力を高めた状況と同様のことがヨー
ロッパにおいても将来起こり得ることを示唆している。
　実際、米国 LCCのサウスウェスト航空は、運航品質・顧客満足度ともに全米有数の評価を
得ているとともに、マーケットでの価格決定力を身に着けたその平均運賃は「もはや格安では
ない」と言われ、同社Annual Report（2018）データでは151.64米ドルに達している。
　2024年までに585機体制（2018年との比較で154機増）を計画するライアンエア、向こう数年
の中で143機の導入を予定するイージージェットが、マーケットでの競争力を今まで以上に高
めていくことは明白であろう。特に、「絶対的な最低価格運賃」を武器に高いマーケットシェ
アを実現し、徹底した規模拡大戦略を進めてきたライアンエアは、半径2,000Kmの狭い範囲を、
イージージェットとの差を広げつつあるほど規模拡大している「機材」「路線・便数」で網の
目のように覆い、確立した低コスト運航体制を背景に、ヨーロッパ航空市場でのドミナント状
態をつくり出すプレイヤーとなっていくことも十分に想定される。そのような局面にあっては、
もはや「絶対的な最低価格運賃」ではなく、サウスウェスト航空のように、市況が容認するレ
ベルまで運賃の引き上げがなされる可能性も十分に考えられる。
　むしろ、座席利用率が90％を超えるレベルにある2018年においてさえも、主たるマーケット
がほぼ同じであるライアンエアとイージージェットとの対比において、機材数比が1.37倍、旅
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客数比が1.47倍となっている中、営業収入比は1.07倍に留まっているというバランスは、旅客
収入単価を引き上げてイージージェット並みにすることが可能であることを示唆しており、ラ
イアンエアに収益拡大余力は十分にあることを裏付けている。
　一方、ライアンエアとイージージェットの置かれている環境に視点を移すと、これまでの両
社の急成長は、EU航空会社の一員としてEU統一市場のもとで国家間の煩雑な協定・手続き
を経ることなく、域内全域をあたかも自国の国内線運航を行うように事業を展開することが可
能となっていることが背景にあった。特にこの両社は、イギリスをオペレーション上の最大の
拠点として事業展開をしているだけに、イギリスのEU離脱をめぐる行方によっては、これま
でとは異なる事業環境に置かれることが考えられると同時に、ヨーロッパでの航空界の様相も
大きく変化する可能性もあることから、両社のとる事業戦略については今後とも注意深く推移
を見つめていく必要がある。
補記　 本稿中の年号表記にあたって、Ryanair については各年 3 月末までを、easyJet につい
ては各年 9 月末までを期末とする年度（Fiscal Year）表記である。
注
 1 ）Airport Council International（Europe）“EU Airports Connectivity Report 2019 ”による。
 2 ）Airport Council International（Europe）“EU Airports Direct Connectivity Report 2019 ”による。
 3 ）Centre for Aviation（CAPA）“Passenger load factor for Europe’s five leading airline Groups 2018”
ならびに各社 Annual report による。
 4 ）Official Airline Guide 2018による。
 5 ）IATA Annual Review 2019“Regional Profit Performance”において、Industry 全体としての Operating 
Margin 5.8%が典拠。
 6 ）Idea Works Company“2018 Top10 Airline Ancillary Revenue”（24JUL/2019） を基に、FFPによる付
帯収入分を含めない Ancillary Revenue 比較した金額。
 7 ）英国航空、ルフトハンザ航空の Annual report 2018記載の収支報告データから算定。
 8 ）ICAO“Airline Operating Costs & Productivity”（2017年 2 月）による。
 9 ）英国航空、ルフトハンザ航空のAnnual Report 2018記載のデータから算定。
10）Flight Stats“Major International Airlines On-time performance 2018”による。
11）SITA（Societe International de Telecommunication Aeronautiques） “The baggage report 2018”に
よる。
12）ANA総合研究所『ていくおふ No.139』（2015）12頁
13）Airlines  for America “U.S. Airlines Industry Review ”（May 09, 2019）に引用された Standard & 
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Ryanair と easyJet の対比を中心とした欧州 LCC の現状考察
Poor’s “Creditworthiness” Rating  による。Etihad 航空が Aランクに Ryanair と Southwest 航空が
BBB+ランクに格付けされている。
14）Centre for Aviation（CAPA）“Europe’s Top20 airline groups by passenger numbers 2018”による。
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